




緒言 

人口の急速な老齢化を経験しつつあるわが国にとって、来るべき時代に巨大な老人人口を

支えて行くことの出来る頼もしい若者を育ててゆくことは,極めて重大な課題と言わなけ

ればならない。したがって、母子保健の重要性は益々大きくなりこそすれ,小さくなること

はありえない。 

身体的健康面では従来の母子保健サービスの向上と医療の進歩により,妊産婦,乳幼児の死

亡率の低下に見られるごとく・著しく改善された。しかし,先進諸国と比較するとき妊産婦

死亡率は,更に改善が可能な筈である。他方,わが国のあまりに急激な経済の発展のしわ寄

せを受けて様々な問題を生じているのが、家庭生活であり、母と子の精神的健康である。 

健康の社会的ないし精神的側面においてはこれまでも保健的支援が行われては来たが,こ

れは社会の構造と密接に関わっており・狭義の保健セクターのみで解決しうる問題ではな

い。教育,経済等のあり方とつきあわせて考える必要があろう。 


